
①取り組みに至る背景

創立４０年を機とした２０１８年５月に

【心身ともに健康で末永く働ける職場】を掲げ健康経営宣言を行った。

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築 



①取り組みに至る背景

創立４０年を機とした２０１８年５月に

【心身ともに健康で末永く働ける職場】を掲げ健康経営宣言を行った。

２年間積極的な取組みを行えていなかった

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築



社員数の増加とともに本社と各現場、社員の年齢層による健康に対す

る温度差を感じて、より効果的な健康増進を図るため２０２０年４月に

健康増進委員会を設置

人生100年、
少しでも長くエンジョイライフ!!

人生100年時代を見据え、職場は人生の

通過点、職場でもエンジョイ、定年後更

に30年エンジョイを目指し活動開始。

①取り組みに至る背景

健康増進委員会

常務、総務部長、ISO事務局、現場管理本部長含む計6名

【課題】 年代や事業場間で健康意識の異なる社員も

楽しく継続して行える健康増進法の構築
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健康増進委員会

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築

健康経営の体制強化



事業所カルテ（人間ドックの結果）より過去３年間を比較

●腹囲、肝機能、血圧、尿酸リスクが3年間増加傾向。

他同業態と比較して特に腹囲リスク（BMI）の保有率が高い

●検診結果の良い方は常に良い、悪い方は”年々”悪化傾向にある。

悪い方を良い方向に向ける意識づけが必要。

右肩上がりに増加

県支部
（42.4％）

県支部
（36.4％）

県支部
（41.2％）

②活動内容について
健康意識の異なる社員も

楽しく継続して行える健康増進法の構築



②活動内容について

197名／356名

BMI(体重体格を表す指標)=体重(kg)÷身長(m)×身長(m)

６０%以上

2022年目標2020年10月

１．社員全体の健康に対する意識の向上

２．腹囲リスクの改善（社員のBMI正常値の向上）

BMI基準値 18.5～24.9

５５% （BMI基準値内率）

【健康増進委員会で目標設定】

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築



社長参加

2020年4月開始（約50名）

腹囲リスクの改善

健康に対する意識の向上

③アピールポイント

138位から44位
にランクアップ

１日平均
20,000歩越え

2022年４月（約250名）

72歳、26歳
同じ現場

月１回ランキング発表

社内広報誌・掲示板

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築

・社長が積極的に参加

歩数ランキングの導入

・上位は２０，０００歩超え

・年齢差があっても
同じ現場で競い合い

・ランク急上昇の人



2020年4月開始

各現場毎の健康指数

基礎点（検診結果）

“見える化”

年１回上位５現場に褒賞

加働点
加働点

③アピールポイント

健康増進ポイントシステム （健康指数の積み上げ）

月１回ランキング発表

社内広報誌・掲示板

“事業場毎に協同意識”

社員の健康頑張り指数

健康に対する意識の向上

基礎点 加動点を毎月加点

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築

基礎点

役員も参加

（現場別ランキング）



（個人ランキング）

③アピールポイント
健康意識の異なる社員も

楽しく継続して行える健康増進法の構築

健康増進ポイントシステム （健康指数の積み上げ） 社長が参加

健診結果の悪い方も

加動点を毎月加点

月１回ランキング発表

社内広報誌・掲示板

年１回上位5名に褒賞

健康に対する意識の向上

健診結果20点

歩数

体重減

社長が参加

健診結果30点

健診結果30点

参加

（歩数・体重等）

100点越え全員に褒賞



③アピールポイント

社内報

で発表

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築



④活動の成果

期間：令和3年10月～11月

全参加者：39,471名

興南：100名参加

結果：団体沖縄県1位

個人2位、3位

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築



④活動の成果

健康セミナーの開催 2020年4月から３ヶ月に1回のペースで実施

❍ アクサ生命実施の健康アンケートの結果を基に社員の行動変容セミナー

❍ 沖縄県「みんなのヘルスアクション創出事業」食育SAT（体験型栄養教育システム）

❍ 現場業務終了後に現場開催（体験型セミナー）

❍ 協会けんぽさん開催（体験型セミナー）

喫煙が原因で発病するCOPD（慢性閉塞性肺疾患）

ストローを使用した模擬体験

❍ 沖縄産業保健総合支援センター「生活習慣病と予防と健康づくり」

楽しく体験

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築

日常行動で行える効果的なフィットネス＆ウオーキング



ICタグを内蔵した実物大のフードモデルを活用
した体験型の食生活改善プログラム。 栄養価
の”見える化”と個別の栄養指導 

食育SAT

システム

栄養価測定で星５つ 食育セミナー開催

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築④活動の成果

楽しく体験



④活動の成果

2020年9月（156名）

無関心期１５％

行動・維持期５３％

アクサ生命健康アンケート結果 「社員の生活習慣における行動傾向」

無関心期 行動期 維持期

202１年１０月（309名）

無関心期１３％

行動・維持期58％

無関心期 ２％改善

行動・維持期 ５％改善

飲み物

今回

前回

運動

今回

前回

禁煙

今回

前回

心の健康

今回

前回

食べ物

今回

前回

睡眠

今回

前回

適正飲酒

今回

前回

無関心期 行動期 維持期

１３％改善

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築 



④活動の成果（まとめ）

BMI(体重体格を表す指標)=体重(kg)÷身長(m)×身長(m)

６０%以上

2022年目標2020年10月

１．社員全体の健康に対する意識の向上

２．腹囲リスクの改善（社員のBMI正常値の向上）

BMI基準値 18.5～24.9

５５%

【健康増進委員会目標】

健康意識の異なる社員も
楽しく継続して行える健康増進法の構築

202１年

（BMI基準値内率）

５７%
（BMI基準値内率） （BMI基準値内率）

２%UP 取組中

①歩数ランキング参加者の増加 （５０名→２５０名）

②健康アンケート回答者の増加 （１５６名→３０９名）

③ 〃 回答内容改善



⑤財政健全化への貢献度
健康意識の異なる社員も

楽しく継続して行える健康増進法の構築

約３，６００円減

平成３０年度 令和元年度


